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平成 30年２月 １ 日現在
（　　）内 前月比

人口
12,309人
（▲19）

男
5,929人
（+1）

女
6,380人
（▲20）

世帯
5,630世帯
（▲9）

2018

2 月 3 日　身延山久遠寺 節分会
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まちのわだいいろんな出来事をお届け

防火の決意新たに
1 月 21 日　身延町消防団 出初式
� （身延町総合文化会館）

　毎年恒例の出初式が行われ、
消防団員が防火への決意を新た
にしました。
　式典では、小林正雄団長から
の訓示、望月幹也町長からの式
辞のほか、長年にわたり消防団
活動に尽力した元団員及び現団
員に、感謝状、表彰状の贈呈が
行われました。

みのぶ自然の里 開設
1 月 31 日　みのぶ自然の里 竣工式

　みのぶ自然の里の開設を記念して、竣工式
が開催されました。
　県教育委員会守屋教育長をはじめ、県観光
部市川次長、やまなし観光推進機構井澤理事
長等、約 50 名のご来賓の方々を招き、盛大
に式典が執り行われ、式典終了後には、テー
プカット、館内見学、提供する料理の試食会
などが行われました。

　みのぶ自然の里では、大自然に寄り添った
各種体験を用意しています。「子どもを大人
に、大人を子どもにさせる宿」に遊びにお越
しください。

料理の試食

館内案内

テープカット
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地域の話題や情報をお寄せください
政策室 広聴広報担当　☎ 0556-42-4801

あけぼの大豆で鬼は外、福は内
2 月 3 日　身延山久遠寺 節分会　あけぼの大豆奉納

　身延山久遠寺では、恒例の節分会が行われ
今年も多くの人たちが集まり、境内を埋め尽
くしました。
　今年は町から久遠寺へ小袋に入ったあけぼ
の大豆の節分豆 1,000 袋を奉納し、節分豆
の一部として力士や有名人のまき手により豪
快にまかれました。また、節分前日の２日に
は、町内の学校給食にもあけぼの大豆の節分
豆が出されました。

今年も大盛況！ざぶとん寄席
2 月 3 日　ざぶとん寄席（身延町総合文化会館）

　12 年目を数える図書館ざぶとん寄席が今
年も開催され、山梨落語研究会の紫

し こ ん て い
紺亭圓

え ん む
夢

さんと萬
まんねんどう

年堂あにきさんが出演し、落語を披
露しました。会場には終始笑い声が響いてい
ました。
　また、昨年に引き続き元ＹＢＳ山梨放送ア
ナウンサーの浅川初美さんも出演し、太宰治
の「富嶽百景」の朗読が行われ、集まった人
たちはじっくり聞き入っていました。

身延町に合板製造工場建設を発表

2 月 9 日　㈱キーテック合板工場整備計画に関する
� 共同記者会見（県庁）

　合板、木質住宅建材の製造販売「株式会社キ
ーテック」が身延町下山の工業団地に、合板製
造工場を整備し、平成 31 年度から稼働したい
とする共同記者会見が県庁で行われました。
　本町にとって、地元への雇用の創出や経済効
果などで峡南地域への活性化が図れるものと期
待されます。
※合板とは、薄い木の板を互い違いに重ねて
　接着した木質材料

▲ 共同記者会見で握手する出席者。左から
　 ㈱キーテック中西社長、親会社ＪＫホールディングス㈱青木社長、
 　後藤知事、望月町長
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11 月 27 日（月）身延高等学校２学年 食育教室
　選択科目の家庭科授業に参加させていただき
ました。テーマは「地域の特産品を使ったおや
つ作り！」
　身延町と南部町の食生活改善推進員でお手伝
いしました。身延町の担当では「あけぼの大豆
ケージョ」、南部町の担当では「抹茶ババロア」
を作り、一生懸命に作る生徒さんたちのファン
になりました。

学習会
　全会員を対象に、年３回実施しています。
食について広く学びながら、自分の食生活・
地域の食生活を見直し、町民の健康づくり
を目指しています。生活習慣病予防のため
の手軽にできる運動についても率先して勉
強し、町民への日頃からの運動の普及も
行っています。

▲ 座ってできる手軽な運動を勉強中

■ 食生活改善推進員養成講座のお知らせ
食生活改善推進員は「私たちの健康は、私たちの手で」をスローガンに地域で
食を通じた健康づくりを推進しているボランティア団体です。
　町が開催する４日間の養成講座を受講し、健康づくりの基礎などを学んでか
ら食生活改善推進員の活動がスタートします。地域のボランティア活動に興味
のある方、食に関心がある方はお気軽に地域の推進員にお問い合わせください。

▲ 糖尿病予防を
� テーマに調理実習
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身延町食生活改善推進員会だより

■ 活動報告
９月３日（日）地区の防災訓練にて

11 月 3 日（金）みのぶまつり にて

　防災訓練の日、ポリ袋の中に食材を入れて、湯せんで火を
通すパッククッキングをご紹介しました。ガスや水道、電気
などのライフラインが使えなくなっても、カセットコンロ、鍋、
水、ポリ袋を準備すれば、簡単な食事を作って食べることが
できます。もしもの時に備え、覚えておくと便利です。

　身延町には 82 人の会員がおり「私たちの健康は、私たちの手で」のスローガンのもと、“食
を通した健康づくりのボランティア” として活動をしています。
　食生活改善推進員は、我が家の食卓を充実させ、地域の健康づくりを行うこと。要する
に “食生活を改善する人” を意味します。また平成 17 年に「食育基本法」が施行され、私
たちは “食育アドバイザー” を併名されました。子どもからお年寄りまで、健全な食生活を
実践できるように、食育活動に取り組み、食事バランスガイドの普及、地産地消、郷土料理、
行事食等の食文化の継承などから健康づくり活動を進めています。
　食べる事は生きることの基本です。健康づくりの輪が地域全体に広がっていけるよう、
これからも活動を続けていきたいと思いますのでよろしくお願い致します。食に関しての
ことでしたら、お気軽にお声をかけてくださいね。

■ 会長あいさつ

佐藤義恵
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　生活習慣病予防に繋げるために、0.6％の塩
分量のみそ汁の試飲や、１年間に成人１人が
摂取する塩分の平均量を実際の食塩４kg で展
示するなどして、減塩の必要性を知っていた
だきました。
　さらに、身延町の特産品のあけぼの大豆の

「きなこあめ」の試食を提供し、地産地消のア
ピールも行いました。

■ 問い合わせ先
　福祉保健課 健康増進担当
　☎ 0556-20-4611

下山地区大工町原地区宮木



広報みのぶ　3月号　No.162 6

保 健 だ よ り

い ひいき
健き 康 ろ ば

■ 問い合わせ先
　福祉保健課 健康増進担当
　（中富すこやかセンター内）
　☎ 0556-20-4611

相談窓口 電話番号 受付時間
身延町役場福祉保健課

（健康増進担当 保健師） ☎ 0556-20-4611 午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
　月曜日～金曜日（祝祭日除く）峡南保健福祉事務所 ☎ 0556-22-8158

峡南圏域相談支援センター ☎ 0556-32-1414
ストレスダイヤル ☎ 055-254-8700 平日　午前９時～午後４時

夜間　木曜日 午後４時～８時
こころの健康相談ダイヤル ☎ 0570-064-556 平日　午前９時～午後４時

夜間　火曜日～土曜日 午後４時～ 10 時

【各種相談窓口】

何項目あてはまりましたか？
正常範囲です。
ストレスと上手につきあっています。

ストレス予備軍です。
ストレスをためないように、気を付けましょう。

ストレス状態です。
休養をとる、誰かに相談するなど対処が必要です。

重度のストレス状態です。
できるだけ早く、医師に相談しましょう。

６～ 10 個

11 ～ 15 個

16 ～ 20 個

■ 朝気持ちよく起きられずに、気分が悪い
■ 医者の診察を受けても気のせいだといわれる
■ 頭がスッキリせず、頭重感がある
■ 肩こりや、背中と頭が痛くなることがある
■ 食欲がなくなり、しだいに体重が減ってきた
■ 腹が張り、下痢や便秘を交互に繰り返す
■ 目が疲れたり、めまいや立ちくらみがある
■ 急に息苦しくなったり、胸が痛くなる
■ 手足が冷たく感じ、汗をかきやすい
■ よく風邪をひくが治りにくく長引く

■ 家庭内でいろいろな問題があった
■ 仕事において多くの変化があった
■ 日頃から楽しみにしている趣味などがない
■ いつも実践している運動がない
■ 気分が沈みがちで、憂うつである
■ ささいなことで腹が立ち、イライラする
■ 仕事のやる気がなくなり、疲れやすい
■ 人に会うのがおっくうで、何でも面倒くさい
■ 前日の疲れが取れず、朝方からだるい
■ 寝つきが悪く、夢を見ることが多い

【初台関谷クリニック式】

最近１か月のあいだで思いあたる項目にチェックしてください。
ＣＨＥＣＫ！

Ｌet'sストレスチェックをやってみましょう

０～５個

　過度のストレスは心身に影響しますが、ストレスのない生活はできません。
「ストレスを減らす」などして、上手に付き合う対処法を見つけましょう。
　例えば、ぐっすり寝る、笑う、ストレッチする、温泉に行く、おいしいもの
を食べる、ごろごろする、旅に出る、カラオケをする、おしゃべり、ペットと
ふれあう、料理をする、音楽を聴く、信頼できる人に相談する・・・などなど。
自分にとっての対処法がたくさんあるほどいいことです。
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身延町地域包括支援センター便り

ささえあい
みんながつながり元気で暮らせるために 挿絵：笠井 映文 氏（西嶋）

■ 問い合わせ先
　福祉保健課 在宅支援担当
　（中富すこやかセンター内）
　☎ 0556-20-4611

【下田原長寿会】
　毎週水曜日午後１時から血圧を測りながらの会
話が楽しく弾み、１時 30 分より百歳体操を行い
ます。何と言っても今年３月で百歳になる長寿者
は、年間で５日しか休んでおらず皆の目標です。
一緒に参加することで、心も体も元気が出ると喜
びながら頑張っています。

【若葉会（三澤塩貝）】
　少人数ですが中身の濃い活動にしたいと思い、
体操が終わった後で「お茶のみ会」をしています。
最年長の上田さんが毎回手際良い料理を持参して
くれ、皆さんが頬張る姿はとても喜ばしく見えま
す。また農作物の作り方などの会話も弾み、和気
あいあいと楽しいひとときを過ごしています。

介護予防「いきいき百歳体操」グループ紹介

近所同士の助け合い活動についてのアンケート結果
～ 生活支援体制整備事業 ～

Ｑ．生活する中で困っていることや不安に思っ
ていることがあるか？
　ある　148 人（35％）
　ない　271 人（65％）

　皆さんがご近所同士で行っている助け合いは、何気なく行っていることで「助け合い」と言うより「近
所付き合い」という関係の中で行われているものだと感じました。また、どこの地区でも、隣近所でカー
テンの開け閉めや電気の点灯・消灯などで安否確認が行われていて、お互いに気を配りながら生活し
ている様子がわかりました。
　この結果を生活支援体制整備事業に活かしていき、このような近所付き合いがこの先も続き、さら
に広がるように、皆さんと一緒に５年後、10 年後も安心して住みやすい身延町を目指していきたい
と思います。

Ｑ．具体的に困っていること、不安に思って
いることは？（複数回答可）
　１ 遠方への外出　　  50 人
　２体調不良時の対応　47 人
　３買い物　　　　　　42 人

Ｑ．ご近所同士で行っている助け合いは？（複数回答可）
　１顔を合わせた時の声掛け　238 人
　２地域行事などの準備・片付け　237 人
　３地域行事などの参加のお誘い　230 人

Ｑ．今行っている助け合い活動以外に、ほかにもでき
そうなことはあるか？
　農業の手伝い、町道の掃除、話し相手、車での送迎、
　１人暮らしの方の見守り、友人を呼んでお茶を飲む、
　お隣さんの姿が見えない時は訪ねる　など

43 地区、419 人の方々にアンケートを実施 !!
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開催日 時　間 場　所 内　容

3 月 28 日（水）午前 9 時 30 分～午後 4 時
南部町役場南部分庁舎

総合会館
（南部町内船 4473-1）

年金事務所職員による
年金全般に関する相談会
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次
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。

　国民健康保険への加入・
脱退は、14 日以内に役場に
届け出ましょう。
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火
の
用
心 

こ
と
ば
を
形
に 

習
慣
に

平
成
30
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
（
3
月
1
日
～
7
日
）

寝
タ
バ
コ
は

�

絶
対
し
な
い
。

ス
ト
ー
ブ
の
近
く

に
燃
え
る
も
の
を

置
か
な
い
。

初
期
消
火
が
で
き

る
よ
う
に
、
住
宅

用
消
火
器
を
設
置

す
る
。

ガ
ス
コ
ン
ロ
を

離
れ
る
と
き
は
、

火
を
消
す
。

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ

た
め
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置

す
る
。

住宅火災を防ぐ「３つの習慣」

住宅火災を防ぐ「４つの対策」
お
年
寄
り
や
身
体

不
自
由
な
人
を
守

る
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

寝
具
や
衣
類
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

　
火
災
警
報
器
は
、
火
災
が
発
生
し
た
時
に
こ
そ
正
し

く
働
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
も
、日
頃
か
ら
の「
点
検
」と「
お
手
入
れ
」

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

�

点
検
を
し
ま
し
ょ
う
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　
峡
南
消
防
本
部 

中
部
消
防
署

　
☎
０
５
５
６
（
６
２
）
５
１
１
９

　
一
か
月
に
一
度
を
目
安
に
作
動
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

点
検
は
居
住
者
自
ら
が
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
本
体
の
ひ
も
を
引
く
も
の
や
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で

点
検
で
き
る
も
の
な
ど
、
機
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

の
で
、
説
明
書
を
読
ん
で
、
点
検
方
法
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　
ほ
こ
り
が
付
着
す
る
と
火
災
を
感
知
し
に
く
く
な
る

の
で
、
薄
め
た
家
庭
用
中
性
洗
剤
で
濡
ら
し
た
布
な
ど

で
十
分
に
水
気
を
絞
っ
て
か
ら
軽
く
汚
れ
を
拭
き
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

◇ 

点
検
の
時
期

◇ 

点
検
の
方
法
（
作
動
確
認
）

◇ 

掃
除
（
お
手
入
れ
）
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　朝夕の寒さはまだまだ続いていますが、春めいた日が
だんだん増えてきました。今月も楽しい催しがあります。
　多くの皆さんのご利用をお待ちしています。

児童館
だよりようこそ、

身延児童館へ！

身延児童館（身延福祉センター内）　☎ 0556-62-3880（身延学童共通）

開館日・時間 月～土曜日・午前 9 時～午後 5 時

３月の休館日   4 日（日）、11 日（日）、18 日（日）、
21 日（水・祝）、25 日（日）

多くの皆さまのご利用をお待ちしています☆

お団子を作って食べたよ！おいしかった♪

～ 全国的に様々な情報伝達手段で試験が実施されます ～

（全国瞬時警報システム）

Ｊ－ＡＬＥＲＴ（ジェイ・アラート）

　地震などの自然災害や武力攻撃などの発生時に国からの緊急
情報を国民に伝達する全国瞬時警報システム「Ｊ－ＡＬＥＲＴ」
の試験放送を全国一斉に行います。
　身延町で当日実施される放送試験は次のとおりです。

3 月 14 日（水）午前 11 時頃
　防災行政無線の放送が流れます。

放送内容
　上りチャイム音 
　　　＋ 「これは、Ｊアラートのテストです。」×3 回
　　　＋ 「こちらは、ぼうさいみのぶです。」
　　　＋ 下りチャイム音

J-ALERT（ジェイ・アラート）
　地震・津波や武力攻撃などの災
害時に国から送られてくる緊急情
報を、人工衛星などを活用して瞬
時に情報伝達するシステムです。

■ 問い合わせ先
　総務課 交通防災担当
　☎ 0556-42-4800
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お域地 こ し 力協 隊
絵：地域おこし協力隊 瀧川実葉

軽
自
動
車
等
の
廃
車
・
名
義
変
更
の

�

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
に
所
有
さ
れ
て
い
る
方
に
課

税
さ
れ
ま
す
。「
人
に
譲
っ
た
」「
廃
車
に
し
た
」「
盗
難
に
あ
っ
た
」「
紛

失
し
て
現
存
し
な
い
」
な
ど
の
場
合
で
も
、
４
月
１
日
現
在
で
手
続
き

が
完
了
し
て
い
な
け
れ
ば
、
引
き
続
き
所
有
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て

課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
廃
車
や
名
義
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
お

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
軽
自
動
車
税
に
は
年
度
の
途
中
で
廃
車
さ
れ
て
も
、
月
割
り

還
付
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

役
場
で
手
続
き
す
る
車
両

•
原
動
機
付
自
転
車

•
小
型
特
殊
自
動
車

�

（
農
耕
作
業
用
、
特
殊
作
業
用
）

•
ミ
ニ
カ
ー

■ 

廃
車
手
続
き
に
必
要
な
も
の

 

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
標
識
交
付

証
明
書
、
所
有
者
の
認
印

※
本
人
及
び
同
一
世
帯
以
外
の
人

が
申
請
す
る
場
合
は
委
任
状

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　
身
延
町
役
場 

税
務
課

�

（
身
延
町
切
石
３
５
０
）

☎
０
５
５
６
（
４
２
）
４
８
０
３

軽
自
動
車
検
査
協
会
で

�

手
続
き
す
る
車
両

•
二
輪
の
軽
自
動
車

�

（
１
２
５
CC
超
～
２
５
０
CC
以
下
）

•
三
輪
の
軽
自
動
車

•
四
輪
の
軽
自
動
車

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　
軽
自
動
車
検
査
協
会

　
　
　
　
　
　
　
山
梨
事
務
所

（
笛
吹
市
石
和
町
唐
柏
７
９
２
‐
１
）

☎
０
５
０
（
３
８
１
６
）
３
１
２
１

運
輸
局
で
手
続
き
す
る
車
両

•
二
輪
小
型
自
動
車
（
２
５
０
CC
超
）

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
運
輸
支
局

（
笛
吹
市
石
和
町
唐
柏
１
０
０
０
‐
９
）

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
３
９
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「
お
ー
い
坊
さ
ま
ー
、
坊
さ
ま
ー
、
頼
む
だ

よ
ー
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
ん
け
ー
。
本

当
に
困
っ
て
る
だ
、
待
っ
て
く
れ
ら
ん
か

ね
ー
、
女
房
が
な
あ
ー
、
子
供
が
な
ー
死
に

そ
う
だ
ー
」

「
そ
れ
ほ
ど
息
を
切
ら
せ
て
、
死
に
そ
う
と

は
穏
や
か
で
は
な
い
な
」

「
ハ
ア
、
ハ
ア
、
だ
し
ぬ
け
に
悪
い
ん
だ
け

ん
ど
ウ
チ
へ
ち
ょ
っ
と
来
て
貰
え
て
だ
よ
。

何
と
か
頼
む
だ
よ
」

「
血
相
変
え
た
そ
の
慌
て
ぶ
り
を
見
れ
ば
む

げ
に
断
る
訳
に
も
い
く
ま
い
。
さ
て
、
拙
僧

で
役
に
立
て
る
か
ど
う
か
」

「
元
気
出
せ
、
坊
さ
ま
に
来
て
も
ら
っ
た
ぞ
」

「
ひ
ー
ひ
ー
、
痛
え
だ
よ
ー
、
あ
ん
た
ー
痛

え
だ
よ
ー
、
苦
し
い
だ
よ
ー
、
私
ゃ
あ
へ
え

だ
め
だ
ー
、
だ
め
だ
か
ら
な
腹
の
子
だ
け
で

も
助
け
て
く
り
ょ
う
、
あ
ん
た
ー
」

「
坊
さ
ま
ー
、
何
と
か
な
ら
ん
ら
か
ね
ー
。

三
日
も
前
か
ら
苦
し
ん
で
る
だ
。
近
在
に
一

人
し
か
い
ね
え
産
婆
が
な
ー
、
急
な
病
で
寝

込
じ
ま
っ
て
、
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
あ
腹
の
子
も

女
房
も
死
ん
じ
も
う
だ
。
何
と
か
し
て
も
ら

い
て
え
だ
よ
ー
、
こ
の
通
り
頼
む
だ
よ
ー
」

「
拙
僧
に
産
婆
の
真
似
事
は
で
き
ん
。
し
か

し
こ
の
災
難
を
見
れ
ば
放
っ
て
も
置
け
ん
。

と
言
っ
て
拙
僧
に
で
き
る
こ
と
は
ひ
た
す
ら

法
力
に
御
す
が
り
す
る
こ
と
だ
。
共
に
法
力

に
御
す
が
り
す
る
し
か
あ
る
ま
い
」

「
ま
ず
盥た

ら
いと

柄ひ
し
ゃ
く杓

を
枕
元
に
置
き
な
さ
れ
。

盥
に
は
水
を
満
た
し
て
な
」

「
あ
ん
た
ー
痛
え
だ
ー
、
苦
し
い
だ
ー
」

「
も
う
少
し
だ
か
ら
待
っ
て
ろ
て
ば
ー
。
今

坊
さ
ま
が
お
が
ん
で
く
れ
る
か
ら
な
ー
、
大

丈
夫
だ
か
ら
な
ー
」

「
拙
僧
の
後
に
続
い
て
お
題
目
を
唱
え
る
の

だ
ぞ
。
良
い
か
な
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
、
南

無
妙
法
蓮
華
経
・
・
・
」

「
ナ
ム
ミ
ョ
ウ
ホ
ウ
レ
ン
ゲ
キ
ョ
ウ
、
ナ
ム

ミ
ョ
ウ
ホ
ウ
レ
ン
ゲ
キ
ョ
ウ
・
・
・
」

「
あ
ん
た
ー
痛
い
よ
ー
、
苦
し
い
よ
ー
」

「
南
無
妙
法
蓮
華
経
、南
無
妙
法
蓮
華
経・・・」

「
ナ
ム
ミ
ョ
ウ
ホ
ウ
レ
ン
ゲ
キ
ョ
ウ
、
ナ
ム

ミ
ョ
ウ
ホ
ウ
レ
ン
ゲ
キ
ョ
ウ
・
・
・
」

町
内
歴
史
・
文
学
散
歩
み
ち
⑫
（
下
山
）

底
抜
け
柄ひ

し
ゃ
く杓

の
安
産
祈
願

▲ 祠の周囲には、底が抜かれた柄杓が多数奉納されています。

「
も
う
宜
し
か
ろ
う
。
槌
で
柄
杓
の
底
を
叩

い
て
抜
き
な
さ
れ
。
底
が
抜
け
た
ら
も
う
一

度
お
題
目
だ
。」

「
南
無
妙
法
蓮
華
経
、南
無
妙
法
蓮
華
経・・・」

「
ナ
ム
ミ
ョ
ウ
ホ
ウ
レ
ン
ゲ
キ
ョ
ウ
、
ナ
ム

ミ
ョ
ウ
ホ
ウ
レ
ン
ゲ
キ
ョ
ウ
・
・
・
」

「
よ
し
、
拙
僧
が
今
盥
の
水
を
汲
ん
で
底
抜

け
の
柄
杓
に
水
を
通
す
で
な
、
そ
の
瞬
間

二
人
で
気
を
合
わ
せ
て
な
、
一
緒
に
腹
へ
力

を
入
れ
て
『
抜
け
ろ
ー
』
と
叫
ぶ
の
だ
。
良

い
か
、
気
を
合
わ
せ
る
の
だ
ぞ
。
そ
れ
ヒ
の

フ
の
ミ
、
抜
け
ろ
ー
」

「
抜
け
ろ
ー
」「
ぬ
け
ろ
ー
」

「
・
・
・
」「
・
・
・
」「
・
・
・
」

「
オ
ン
ギ
ャ
ー
、
オ
ン
ギ
ャ
ー
・
・
・
」

「
あ
あ
・
・
生
ま
れ
た
ー
生
ま
れ
た
ー
。
坊

さ
ま
ー
生
ま
れ
た
だ
ー
」

　
坊
さ
ま
は
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
す
た

す
た
立
ち
去
り
ま
し
た
。
去
り
際
に
「
よ
い

か
、
何
事
も
二
人
気
を
合
わ
せ
て
暮
ら
す
の

だ
ぞ
。
朝
晩
の
南
無
妙
法
連
華
経
を
忘
れ
る

で
な
い
ぞ
」
と
言
い
お
い
て
。

　
以
来
こ
の
地
に
祠ほ

こ
らが
祀ま

つ
ら
れ
た
。
長
い
歴

史
の
な
か
で
神
仏
が
入
れ
変
わ
っ
て
い
る
の

も
ご
愛
敬
か
。
安
産
を
願
う
人
は
後
を
絶
た

ず
、
底
の
抜
け
た
柄
杓
が
奉
納
さ
れ
、
辺
り

を
埋
め
尽
く
し
て
い
る
。

　
今
回
の
「
町
内
歴
史・文
学
散
歩
み
ち
」
は
、

こ
の
祠
前
に
建
て
ら
れ
た
説
明
文
を
参
考
に
、

昔
し
話
風
な
脚
色
を
し
て
み
ま
し
た
。
是
非

一
度
現
地
を
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

p
r
o
f
ile

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

池い
け
だ田

　
茂し
げ
み
つ光

・
身
延
町
在
住

・
小
説
「
山
を
祭
る
人
々
」
で
平
成
25
年
度 

樋
口
一
葉
記

念 

第
22
回
や
ま
な
し
文
学
賞 

受
賞

・
小
説
「
サ
ン
セ
ッ
ト
」
山
梨
日
日
新
聞
で
連
載
中

�

（
毎
週
金
曜
掲
載
）
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は

な
し

会
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0
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総
合
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会
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２
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和
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お
楽
し
み
会

1
0
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身
延
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中
先
生
の
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の
お
は
な
し
会
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：
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総
合
文
化
会
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２
階
和
室

乳
児
健
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：
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受
付
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中
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壁
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を
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う

1
0
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3
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ち
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な
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な

お
は

な
し

会
1
1
：
0
0
～

1
1
：
4
5

総
合
文
化
会
館
２
階
和
室

図

福
 
福

祉
保

健
課

…
…

☎
０
５
５
６
－
２
０
－
４
６
１
１

児
 
児

童
館

…
…

…
…

☎
０
５
５
６
－
６
２
－
３
８
８
０

図
 
町

立
図

書
館

…
…

☎
０
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２
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福

子
育
て
が
つ
ら
い
、
つ
い
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
、
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
…
　
　
　
一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
【
連
絡
先
】
福

祉
保

健
課

　
保

健
師

　
℡
０
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育
て
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も
　
℡
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２
２
８
－
４
１
５
２

福
児

図



取
り
出
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い

月
日

土
金

木
水

火
月

４
５

６
７

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

町
政

カ
レ

ン
ダ

ー
み
の
ぶ

2
0
1
8
年

身
延

町
役

場
　

本
庁

舎

☎
０
５
５
６
－
４
２
－
２
１
１
１

開
館

20
周
年
記
念
講
演
会

1
3
：
3
0
～

1
5
：
0
0

金
山
博
物
館
映
像
シ
ア
タ
ー

わ
く

わ
く

お
は

な
し

会
1
0
：
3
0
～

1
1
：
3
0

総
合
文
化
会
館
ホ
ワ
イ
エ

自
彊

術
（
じ
き
ょ
う
じ
ゅ
つ
）

1
5
：
0
0
～

1
6
：
3
0

身
延
地
区
公
民
館
下
山
分
館

８
９

献
血

身
延
支
所

10：
00

～
12：

00
役
場
本
庁

13：
30

～
15：

30

行
政

相
談

日
心

配
ご

と
相

談
日

1
3
：
0
0
～

1
5
：
0
0

下
部

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

中
富
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

身
延
福
祉
セ
ン
タ
ー

発
明

ク
ラ

ブ
9
：
0
0
～

1
1
：
3
0

身
延
支
所
３
階

今
村
照
廣
木
版
画
展
開
催

9
：
3
0
～

1
7
：
0
0

な
か
と
み
現
代
工
芸
美
術
館

門
倉

有
希

コ
ン

サ
ー

ト
1
7
：
0
0
か
ら

身
延
町
総
合
文
化
会
館

ピ
ラ

テ
ィ

ス
（
毎
週
水
曜
）

1
0
：
0
0
～

1
1
：
0
0

身
延
地
区
公
民
館
下
山
分
館

Ｚ
Ｕ

Ｍ
Ｂ

Ａ
（
毎
週
水
曜
）

1
1
：
0
0
～

1
2
：
0
0

身
延
地
区
公
民
館
下
山
分
館

ヨ
ガ

教
室

2
0
：
0
0
～

2
1
：
0
0

下
部
温
泉
会
館

生

3

金
福

生生 生

３
Ｂ

体
操

1
3
：
3
0
～

1
5
：
3
0

下
部
地
区
公
民
館

３
１

２
筋

力
向

上
教

室
1
0
：
0
0
～

1
2
：
0
0

中
富
地
区
公
民
館
原
分
館

1
4
：
0
0
～

1
5
：
3
0

下
部
地
区
公
民
館

読
み

聞
か

せ
講

座
1
3
：
0
0
～

1
5
：
3
0

総
合
文
化
会
館
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ム

生図

生

建
国
記
念
の
日

総
 
総

務
課

…
…

…
…

☎
０

５
５

６
－

４
２

－
４

８
０

０

町
 
町

民
課

…
…

…
…

☎
０

５
５

６
－

４
２

－
４

８
０

４

福
 
福

祉
保

健
課

…
…

☎
０

５
５

６
－

２
０

－
４

６
１

１

観
 
観

光
課

…
…

…
…

☎
０

５
５

６
－

６
２

－
１

１
１

６

生
 
生

涯
学

習
課

…
…

☎
０

５
５

６
－

２
０

－
３

０
１

７

文
 
総

合
文

化
会

館
…

☎
０

５
５

６
－

６
２

－
２

１
１

０

図
 
町

立
図

書
館

…
…

☎
０

５
５

６
－

６
２

－
２

１
４

１

美
 
現

代
工

芸
美

術
館

☎
０

５
５

６
－

４
２

－
４

５
５

５

金
 
金

山
博

物
館

…
…

☎
０

５
５

６
－

３
６

－
０

０
１

５

生文 美

図

総



納
期

お
よ

び
口

座
振

替
日

の
お

知
ら

せ

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

1
8

2
6

2
7

2
5 結
婚

相
談

日
1
3
：
0
0
～

1
6
：
0
0

身
延
支
所

消
費

生
活

相
談

日
1
3
：
0
0
～

1
5
：
0
0

身
延
支
所
横
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

富
士
さ
ん
へ
年
賀
状
作
品
展

４
月
１
日
ま
で
開
催

9
：
3
0
～

1
7
：
0
0

な
か
と
み
現
代
工
芸
美
術
館

ヨ
ガ

教
室

2
0
：
0
0
～

2
1
：
0
0

下
部
温
泉
会
館

心
配

ご
と

相
談

日
1
3
：
0
0
～

1
5
：
0
0

下
部

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

中
富
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

身
延
福
祉
セ
ン
タ
ー

筋
力

向
上

教
室

1
4
：
0
0
～

1
5
：
3
0

下
部
地
区
公
民
館

Ｍ
Ｊ
コ
ー
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

1
8
：
0
0
か
ら

身
延
町
総
合
文
化
会
館

自
彊

術
（
じ
き
ょ
う
じ
ゅ
つ
）

1
5
：
0
0
～

1
6
：
3
0

身
延
地
区
公
民
館
下
山
分
館

2
8年
金

相
談

会
9
：
3
0
～

1
6
：
0
0

南
部
町
役
場

南
部
分
庁
舎
総
合
会
館

社
協

無
料

法
律

相
談

1
4
：
0
0
～

1
6
：
0
0

身
延
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
9

生
筋

力
向

上
教

室
1
3
：
3
0
～

1
5
：
0
0

中
富
地
区
公
民
館
原
分
館

Ｚ
Ｕ

Ｍ
Ｂ

Ａ
1
8
：
3
0
～

1
9
：
3
0

身
延
地
区
公
民
館
下
山
分
館

3
0

3
1

生■
 
国
民
健
康
保
険
税
　
　
９
期
（
３
月
２
６
日
）
　
　
■
 
奥
の
湯
温
泉
使
用
料
　
３
月
（
３
月
２
６
日
）
　
　
■
 
簡
易
水
道
使
用
料
　
　
３
月
（
３
月
２
６
日
）

■
 
町
営
住
宅
使
用
料
　
　
３
月
（
３
月
２
６
日
）
　
　
■
 
保
育
料
　
　
　
　
　
　
３
月
（
３
月
２
６
日
）
　
　
■
 
下
水
道
使
用
料
　
　
　
３
月
（
３
月
２
６
日
）

総

町

生生

生

春
分
の
日

福
美生総

観

学
校
名

開
催
日

時
　
間

行
事
名

主
　
催

電
話
番
号

身
延
小
学
校

3
月

17
日
（
土
）
午
前

9
時

3
0
分
か
ら

閉
校
式

身
延
町

0556-20-3016

午
前

10
時

30
分
か
ら

閉
校
記
念
行
事

身
延
小
学
校
閉
校
記
念
事
業
実
行
委
員
会

0556-62-0066

大
河
内
小
学
校

3
月

17
日
（
土
）
午
後

1
時

3
0
分
か
ら

閉
校
式

身
延
町

0556-20-3016

午
後

2
時

3
0
分
か
ら

閉
校
記
念
行
事

大
河
内
小
学
校
閉
校
記
念
事
業
実
行
委
員
会

0556-62-1225

小
学
校
閉
校
式
・
閉
校
記
念
行
事

※
閉
校
記
念
行
事
に
つ
い
て
は
各
小
学
校
、
閉
校
式
に
つ
い
て
は
学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
卒
業
式
日
程
表

学
校
名

開
催
日

時
間

お
問
い
合
わ
せ

身
延
中
学
校

3
月

1
3
日
（
火
）

午
前

9
時
か
ら

0
5
5
6
-
6
2
-
0
1
0
6

身
延
小
学
校

3
月

1
6
日
（
金
）

午
前

9
時

3
0
分
か
ら

0
5
5
6
-
6
2
-
0
0
6
6

大
河
内
小
学
校

3
月

1
6
日
（
金
）

午
前

9
時

3
0
分
か
ら

0
5
5
6
-
6
2
-
1
2
2
5

身
延
清
稜
小
学
校

3
月

2
0
日
（
火
）

午
前

9
時

3
0
分
か
ら

0
5
5
6
-
4
2
-
2
5
2
0

下
山
小
学
校

3
月

2
0
日
（
火
）

午
前

9
時

3
0
分
か
ら

0
5
5
6
-
6
2
-
5
1
0
7

湯
之

奥
金

山
博

物
館

 
開

館
2
0
周

年
記

念
講

演
会

 
第

４
弾

「
三

金
山

と
西

河
内

領
村

々
―

江
戸

期
湯

奥
村

の
悲

願
―

」

　
金

山
博

物
館

開
館

２
０

周
年

ラ
ス

ト
を

飾
る

記
念

講
演

会
。

今
回

は
甲

州
金

研
究

の
第

一
人

者
で

あ
る

西
脇

康
先

生
に

ご
講

演
い

た
だ

き
ま

す
！

　
甲

州
金

が
シ

ン
ボ

ル
展

示
の

当
館

だ
か

ら
こ

そ
の

講
演

会
。

こ
の

機
会

を
お

見
逃

し
な

く
！

　
日

　
時

：
平

成
3
0
年

3
月

4
日

（
日

）
　

午
後

１
時

３
０

分
～

３
時

　
講

　
師

：
西

脇
　

康
　

先
生

　
　

　
　

　
（

現
・

東
京

大
学

史
料

編
纂

所
学

術
支

援
専

門
職

員
）

　
会

　
場

：
金

山
博

物
館

２
階

　
映

像
シ

ア
タ

ー
（

定
員

５
０

人
）

　
　

　
　

　
※

聴
講

無
料

　
　

お
申

し
込

み
・

お
問

い
合

わ
せ

先
　

　
　

　
湯

之
奥

金
山

博
物

館
　

　
☎

０
５
５
６
－
３
６
－
０
０
１
５



月
日

峡
南
地
域
（
北
部
）

峡
南
地
域
（
中
部
）

峡
南
地
域
（
南
部
）

3
/
4
（

日
）

磯
野

医
院

（
市

川
三

郷
町

）
内

・
小

0
5
5
6
-
3
2
-
1
8
8
1

く
ぼ
た
内
科
胃
腸
科
医
院
（

富
士

川
町

）
内

・
小

・
胃

0
5
5
6
-
2
2
-
0
3
0
1

身
延

山
病

院
（

身
延

町
）

内
・

外
・

整
0
5
5
6
-
6
2
-
1
0
6
1

3
/
1
1
（

日
）

高
橋

医
院

（
市

川
三

郷
町

）
内

・
外

・
小

0
5
5
6
-
3
2
-
2
5
2
1

小
野
皮
膚
科
医
院

（
富

士
川

町
）

皮
0
5
5
6
-
2
2
-
5
5
6
7

飯
富

病
院

（
身

延
町

）
内

・
外

・
整

0
5
5
6
-
4
2
-
2
3
2
2

3
/
1
8
（

日
）

市
川

ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｶ
ﾙ
ｸ
ﾘ
ﾆ
ｯ
ｸ

（
市

川
三

郷
町

）
内

・
外

・
消

0
5
5
-
2
7
2
-
3
3
3
7

峡
南

病
院

（
富

士
川

町
）

内
・

外
・

整
0
5
5
6
-
2
2
-
4
4
1
1

佐
野

医
院

（
南

部
町

）
内

・
外

0
5
5
6
-
6
4
-
2
0
3
7

3
/
2
1
（

水
）

溝
部

医
院

（
市
川
三
郷
町
）
内
・
小
・
皮
・
呼
・
循
・
ア

0
5
5
-
2
7
2
-
0
0
0
3

富
士

川
病

院
（

富
士

川
町

）
内

・
外

・
整

0
5
5
6
-
2
2
-
3
1
3
5

望
月

医
院

（
南

部
町

）
内

・
小

0
5
5
6
-
6
6
-
2
1
0
2

3
/
2
5
（

日
）

市
川

三
郷

病
院

（
市

川
三

郷
町

）
内

・
外

・
泌

0
5
5
-
2
7
2
-
3
0
0
0

し
ぶ

や
眼

科
（

富
士

川
町

）
眼

0
5
5
6
-
2
2
-
2
2
2
0

佐
野

整
形

（
身

延
町

）
内

・
外

・
整

0
5
5
6
-
6
6
-
0
0
0
9

峡
南
地
域
休
日
急
患
医
療
担
当
表
（

 3
月
分

 ）
※

こ
の

表
は

予
定

で
あ

り
、

変
更

さ
れ

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

の
で

、
消

防
本

部
（

☎
0
5
5
-
2
7
2
-
1
9
1
9
）

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

●
 診

療
科
目
…
（
内
）
内
科
、（

外
）
外
科
、（

整
）
整
形
外
科
、（

小
）
小
児
科
、（

眼
）
眼
科
、（

皮
）
皮
膚
科
、（

泌
）
泌
尿
器
科
、（

胃
）
胃
腸
科
、（

呼
）
呼
吸
器
科
、（

循
）
循
環
器
科
、（

ア
）
ア
レ
ル
ギ
ー
科
、（

消
）
消
化
器
内
科
、（

リ
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

福
祉
保
健
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
☎
 0
55
6-
20
-4
61
1

問
☎
 0
55
6-
20
-4
58
0

健
診
名

実
施
日

対
象
者

持
ち
物

妊
婦
・
幼
児
歯
科
検
診

２
歳
児
健
診

3
月

6
日

妊
婦
、
就
学
前
の
幼
児

2
歳
児
（
平
成

28
年

1月
～

3月
生
ま
れ
）
母
子
健
康
手
帳

歯
ブ
ラ
シ
（
妊
婦
は
無
し
）

乳
児
健
診

3
月

2
0
日

平
成

2
9
年

2
、
5
、
8
、
1
1
月

生
ま
れ

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

ア
ン
ケ
ー
ト
（
平
成

29
年

11
月
生
ま
れ
の
み
）

＊
産
前
産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
　
マ
マ
の
里
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
＊

★
今

月
の

健
診

は
こ

ち
ら

　
身
延
町
で
は
、
飯
富
病
院
に
お
い
て
「
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の

事
業

を
利

用
す

る
に

は
、

事
前

の
利

用
登

録
が

必
要

で
す
。

こ
の

利
用

登
録

は
、

年
度

ご
と

と
な

っ
て

お
り
、

現
在

利
用

登
録

し
て

い
る

方
に

つ
い

て
も
、

新
年

度
の

事
業

を
利

用
す
る
に
は
再
度
利
用
登
録
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

事
業

の
利

用
を

希
望

さ
れ

る
方

は
、

利
用

登
録

申
請

書
を

提
出

し
て
、

利
用

登
録

を
し

て
く

だ
さ
い
。

 
利

用
登

録
申

請
書

は
、

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー
、

役
場

下
部

支
所
・

身
延

支
所
、

町
内

保
育

所
（

園
）
、

町
内

学
童

保
育

室
、

病
児
・

病
後

児
保

育
施

設
に

あ
り

ま
す
。

な
お
、

利
用

登
録

に
係
る
費
用
は
無
料
で
す
。

平
成

3
0
年

度
　

病
児

・
病

後
児

保
育

事
業

を
利

用
す

る
方

へ

○
宿
泊
型
ケ
ア
事
業
○

　
産

後
４

ヶ
月

ま
で

の
母

子
が

対
象

で
、

４
日

間
程

度
宿

泊
が

可
能

で
す
。

そ
の

間
、

助
産

師
を

中
心

と
し

た
専

門
ス

タ
ッ

フ
に

よ
り

授
乳

や
沐

浴
な

ど
の

支
援

を
受

け
ら

れ
た

り
、

お
母

さ
ん

自
身

心
も

身
体

も
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す
。

ま
た
、

母
親

同
士

の
交

流
も
図
る
こ
と
が
で
き
、
ゆ
っ
く
り
と
育
児
に
慣
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
利

用
料

は
１

泊
２

日
で

3
3
,
9
0
0
円

で
す

が
、

県
と

町
で

負
担

す
る

た
め
、

施
設

利
用

代
の

自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
※
別
途
昼
食
代
は
利
用
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
）

　
利

用
す

る
に

は
、

あ
ら

か
じ

め
町

に
利

用
申

請
書

を
提

出
し

て
い

た
だ

く
必

要
が

あ
り

ま
す
（

※
妊

娠
中

で
も

申
請

で
き

ま
す

）
。

ま
ず

は
福

祉
保

健
課

健
康

増
進

担
当

に
ご

連
絡

く
だ

さ
い
。

　
そ

の
他
、

上
記

以
外

に
マ

マ
の

里
で

は
日

帰
り

型
ケ

ア
（

有
料

）
や
、

電
話

相
談
（

無
料
、

２
４
時
間
３
６
５
日
対
応
、
ご
家
族
の
方
で
も
利
用
可
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
科
学
大
学
産
前
産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
　
マ
マ
の
里

T
E
L
：
0
5
5
-
2
6
8
-
3
5
7
5
 
　
電
話
相
談
：
0
5
5
-
2
6
9
-
8
1
1
0

利
用

登
録

の
申

請
を

お
願

い
し

ま
す

。

【
対
象
児
童
】

　
・
身
延
町
内
に
住
所
の
あ
る
生
後

6
か
月
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
児
童

【
利
用
料
】
（
児
童

1
人

1
日
あ
た
り
）

　
・
生
活
保
護
世
帯
、
前
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
　
　
　
無
　
料

　
・
そ
の
他
の
世
帯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
,
0
0
0
円

【
保
育
施
設
】

　
・
飯
富
病
院
　
病
児
・
病
後
児
保
育
室
（
峡
南
ケ
ア
ホ
ー
ム
い
い
と
み
　
４
階
）

　
　
定
員
：
３
名
、
　
保
育
時
間
：
午
前
８
時
３
０
分
～
午
後
６
時

　
　
閉
室
日
：
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

■
登
録
申
請
受
付
　
　
平
成

3
0
年

3
月

1
日
（
木
）
か
ら
開
始

■
申
請
書
提
出
先
　
　
子
育
て
支
援
課
、
下
部
支
所
、
身
延
支
所

■
問
い
合
わ
せ
先
　
　
子
育
て
支
援
課
　
☎
０
５
５
６
（
２
０
）
４
５
８
０
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環 境 通 信

広報みのぶ　3月号　No.16213

■ 問い合わせ先
　中富浄化センター内
　環境下水道課
　☎ 0556-42-4814狂犬病予防注射 を お忘れなく！！

月日 地域 会場 時間

下部

一色依田製作所前 8:40 ～ 8:50
下岩欠火の見下 9:05 ～ 9:15
市之瀬妙円寺前 9:25 ～ 9:35

長塩公民館 9:40 ～ 9:50
根子開運橋前 10:00 ～ 10:10

芝草消防機庫前 10:20 ～ 10:30
大磯小磯火の見前 10:35 ～ 10:45

４ 道消防機庫前 10:50 ～ 11:00
月 久那土診療所 11:05 ～ 11:15
9 旧三保小学校下 11:25 ～ 11:35
日 久那土駅駐車場 11:45 ～ 11:55

（月）

中富

西嶋公民館 13:00 ～ 13:15
寺沢丸山橋 13:25 ～ 13:35

久成集会所前 13:40 ～ 13:50
大須成公民館 14:05 ～ 14:15
手打沢公民館 14:20 ～ 14:30
下田原公民館 14:40 ～ 14:50
宮木公民館 14:55 ～ 15:05

三ツ石小林建設所前 15:10 ～ 15:20

身延

下大島多目的集会所 8:40 ～ 8:50
新長戸川橋南

( 小笠原信吉様宅前 ) 8:55 ～ 9:05

和田公民館 9:10 ～ 9:20
和田スポーツ広場 9:25 ～ 9:35
角打高見沢商店横 9:40 ～ 9:50

大野下水道処理場 ( 身延
浄化センター ) 駐車場 9:55 ～ 10:05

４ 清子公民館 10:15 ～ 10:25
月 旧榧ノ木トンネル入口 10:35 ～ 10:45
10 ペリカン便事務所 10:50 ～ 11:00
日 ゆばの里駐車場 11:05 ～ 11:15

（火） 門野湯沢橋 11:20 ～ 11:30
大城バス停 11:35 ～ 11:45

小田船原公民館 12:55 ～ 13:05
塩之沢公民館 13:20 ～ 13:30
帯金区民広場 13:35 ～ 13:45

下八木沢不動沢橋前 13:50 ～ 14:00
上八木沢公民館 14:05 ～ 14:15

下部
波高島駅前 14:20 ～ 14:30

リバーサイドパーク駐車場 14:35 ～ 14:45
湯町慈照院 14:50 ～ 15:00

甲斐常葉駅前 15:10 ～ 15:20

月日 地域 会場 時間

中富 身延町役場本庁舎 8:40 ～ 9:00
４ 中富浄化センター 9:10 ～ 9:25
月

身延 役場身延支所 9:40 ～ 10:05
15 旧身延保健所 10:15 ～ 10:30
日

下部
下部地区公民館 10:45 ～ 11:05

（日） 役場古関出張所 11:20 ～ 11:35
大草ふれあいプラザ前河川敷 11:50 ～ 12:00

身延

波木井山駐車場 8:40 ～ 8:50
梅平二区公民館 8:55 ～ 9:05
梅平一区公民館 9:10 ～ 9:20
町営総門駐車場 9:25 ～ 9:35
身延仲町公民館 9:40 ～ 9:50

三門前観光案内所 9:55 ～ 10:05
清住町田中工務店横 10:10 ～ 10:20

４ 波木井一里松三叉路 10:25 ～ 10:35
月 杉山円教坊入口 10:40 ～ 10:50
16 下山荒町公民館 11:00 ～ 11:10
日 下山山額公民館 11:15 ～ 11:25

（月） 下山仲町公民館 11:30 ～ 11:40
下山上沢公民館 11:45 ～ 11:55

中富

原公民館 13:10 ～ 13:20
八日市場大聖寺駐車場 13:25 ～ 13:35
夜子沢多目的集会施設 13:45 ～ 13:55

中山集落館 14:05 ～ 14:15
江尻窪集会所 14:20 ～ 14:30

福原ごみステーション前 14:35 ～ 14:45
古長谷四辻避難所 14:50 ～ 15:00

訪問注射○

　訪問注射を希望される方は、かかりつけの動物
病院かお近くの動物病院に直接連絡して接種して
ください。
※訪問注射の場合は注射料などの他
に別途料金がかかることがあります。

　・登録済の犬 ・・・3,500 円
　　　　（注射料 2,950 円 ＋ 注射済票 550 円）
　・新規登録の犬・・6,500 円
　　　（注射料 ＋ 注射済票＋ 登録手数料 3,000 円）
　　　※つり銭のないようにお願いします。

　狂犬病予防法では、飼い犬の登録と狂犬病予防注射
の接種が義務付けられています。
　犬の登録は１度すれば以後する必要はありません
が、狂犬病予防注射は年１回必ず受けなければなりま
せん。以下の表を確認し、都合のよい会場で受けてく
ださい。

　飼い犬の新規登録も注射会場でできます。
　また、すでに登録されている方には『犬の登録と狂
犬病予防注射の実施について』のハガキを３月下旬に
送付しますので、必ず会場に持参し提出してくださ
い。日曜日（4 月 15 日）も受けられますので、ご利
用ください。

料　金
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PICK UP ！
INFORMATION

生涯
学習

町
民
自
主
企
画
講
座 

企
画
者
募
集

広報みのぶ　3月号　No.162 14

文
化
講
座
受
講
者
の
募
集

生涯
学習

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
０
５
５
６
（
２
０
）
３
０
１
７

身
延
町
働
く
婦
人
の
家

教室名 講師名 初回開講予定日 定員 実施曜日・時間 回数

茶道教室 望月富美子 ５月 12 日（土）15 人 第２・４土曜日
午後２時～４時 10 回

生け花教室 遠藤　民子 ５月 20 日（日）15 人 毎月第３日曜日
午後１時～３時 10 回

太極拳教室 中楯　悟 ５月 24 日（木）30 人 毎月３回　木曜日
午後７時 30 分～９時 30 分 36 回

　
生
涯
学
習
課
で
は
、
こ
れ
ま
で
仕
事
や
趣
味
で
培
っ
た
知
識
や
経
験

な
ど
の
学
習
成
果
を
活
か
し
、
自
ら
講
座
を
企
画
・
運
営
す
る
「
生
涯

学
習
町
民
自
主
企
画
講
座
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度　
開
催
講
座

•
み
の
ぶ
を
歩
く

•
３
B
体
操

•
筋
力
向
上
教
室

•
論
語
を
読
も
う

•
や
さ
し
い
経
済
教
室

•
ピ
ラ
テ
ィ
ス

•
ZU

M
BA

（
ズ
ン
バ
）

•
自じ
き
ょ
う
じ
ゅ
つ

彊
術

•
ヨ
ガ
教
室

講
座
を
企
画

町
担
当
者
と
相
談

（
申
込
書
提
出
）

審
査
結
果
の
通
知

町
内
周
知

受
講
者
募
集

講
座
開
催

～ 

講
座
開
催
ま
で
の
流
れ 

～

　

魅
力
あ
る
講
座
を
企
画
し
、
仲

間
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
に
貢
献

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
受
講
条
件
】

　
受
講
期
間
を
と
お
し
て
受
講
で
き
る
方

【
受
講
料
】
一
部
個
人
負
担
が
あ
り
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　
身
延
町
働
く
婦
人
の
家
（
久
那
土
出
張

所
）
ま
で
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
、
受
講
希
望
教
室
名
・

氏
名
・
住
所
、
連
絡
先
を
ご
記
入
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
】
４
月
20
日
（
金
）

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
身
延
町
働
く
婦
人
の
家

　
☎
０
５
５
６
（
３
７
）
０
０
０
２

　
℻
０
５
５
６
（
３
７
）
０
９
３
７

※
初
心
者
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
定
員
に
満
た
な
い
教
室
は
、
開
講
し
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
働
く
婦
人
の
家
文
化
講
座
を
以
下
の
と
お

り
開
講
す
る
に
あ
た
り
、
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
。

※ 茶道教室は、小・中学生、高校生も受け付けます。
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ハ
ガ
キ
に
よ
る
架
空
請
求　
急
増
中
!!

生活
相談

「
身
延
町
消
費
生
活
相
談
窓
口
」
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
行
政
機
関
を
装
い
「
訴
訟
最
終
告
知
」
等
と
書
か
れ
た
ハ
ガ

キ
が
自
宅
に
届
き
、
文
面
に
「
訴
訟
」「
差
し
押
さ
え
」
な
ど
の
法
律
用
語
を

使
っ
て
不
安
を
あ
お
り
、
ハ
ガ
キ
に
記
載
の
あ
る
連
絡
先
に
電
話
を
さ
せ
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
連
絡
す
る
と
お
金
を
要
求
さ
れ
た
り
、
電
話
番
号
等

の
個
人
情
報
を
知
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、
決
し
て
連
絡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

�

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
見
守
り
新
鮮
情
報
よ
り
）

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　
観
光
課 

消
費
生
活
相
談
窓
口（
月・水・金
）

　
受
付
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
☎
０
５
５
６
（
６
２
）
１
１
１
６

　
※
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
月
～
日
）

　
☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　
「
未
納
料
金
に
関
す
る
訴
訟
最
終
告
知
」
と
い
う
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
。「
訴

訟
」
や
「
差
し
押
さ
え
」
な
ど
と
書
か
れ
て
お
り
、
怖
く
な
っ
て
ハ
ガ
キ

に
書
い
て
あ
っ
た
電
話
番
号
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
「
買
っ

た
も
の
の
代
金
を
支
払
っ
て
い
な
い
た
め
、
企
業
か
ら
訴

え
ら
れ
て
い
る
。
示
談
金
と
し
て
10
万
円
を
支
払
う
よ
う

に
」
と
言
わ
れ
た
。
身
に
覚
え
が
な
い
が
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。�
（
60
歳
代　
女
性
）

　
身
延
町
で
は
「
消
費
生
活
相
談
窓
口
」
を
月・水・金
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
、
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資
格
を
取
得
し
た
相
談
専
門
員

が
受
け
付
け
ま
す
。
消
費
者
契
約
や
取
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債

務
の
相
談
な
ど
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
困
り
の
際
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

一
言
助
言

生涯
学習

発
明
ク
ラ
ブ 

参
加
者
募
集

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課
担
当 

生
涯
学
習
担
当

　
☎
０
５
５
６
（
２
０
）
３
０
１
７

　
発
明
ク
ラ
ブ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
考
え
る
力
、
想
像
す
る
喜
び
と
心
豊
か
な
人

づ
く
り
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
リ
ニ
ア
や
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
の
動
く
仕
組
み
を
勉
強
し
た
り
、
は
ん
だ
付
け
を
し

た
り
と
「
普
段
で
き
な
い
体
験
が
で
き
る
教
室
！
」
で
、
学
校
や
学
年
の
枠
を
超

え
て
、助
け
合
い
、協
力
し
な
が
ら
「
も
の
づ
く
り
」
の
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

【
対　
象
】小
学
生
１
年
生
～
中
学
生
３
年
生（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

【
活
動
日
時
】
第
２
・
第
４
土
曜
日　
午
前
９
時
～
11
時
30
分
（
全
20
回
予
定
）

【
会　
場
】
身
延
支
所
３
階 

工
作
室

【
料　
金
】
１
人
あ
た
り　
年
間
１
千
円
（
傷
害
保
険
料
等
）

【
申
込
方
法
】
生
涯
学
習
課
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
随
時
受
付
中
）

※
具
体
的
な
日
程
や
学
習
内
容
は
、
募
集
後
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
初
回
（
開
講
式
・
第
１
回
教
室
）
は
４
月
28
日
（
土
）
で
す
。
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PICK UP ！
INFORMATION

入
院
時
の
食
事
負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

料金
改定

平
成
30
年
４
月
か
ら

　

入
院
と
在
宅
療
養
の
負
担
の
公
平
を
図

る
観
点
か
ら
、
入
院
時
の
食
事
負
担
額
は

段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
平
成
30
年
4

月
か
ら
は
、
現
行
の
1
食
３
６
０
円
か
ら

４
６
０
円
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
や
、
指

定
難
病
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
患
者
の

方
な
ど
の
負
担
額
は
据
え
置
か
れ
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
課 

保
険
年
金
担
当

　
☎
０
５
５
６
（
４
２
）
４
８
０
４

平成 30 年 4 月 1 日から
４６０円

２１０円

１００円

平成 30 年 3 月 31 日まで
 住民税 　課税世帯 ３６０円

 住民税 非課税世帯 ２１０円

 　所得が一定基準以下 １００円

【入院時１食あたりの負担額】

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
該
当
す
る
方

は
、
保
険
者
が
発
行
す
る
減
額
認
定
証

を
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
医
療
機
関
の

窓
口
に
提
出
す
る
と
、
食
事
負
担
額
が

据
え
置
か
れ
ま
す
。

曙
大
豆
種
子
の
配
布
に
つ
い
て

曙
大豆

「
身
延
町
あ
け
ぼ
の
大
豆
」
の
作
付
け
を
希
望
す
る
方

に
種
子
を
配
布
し
ま
す
。

「
身
延
町
あ
け
ぼ
の
大
豆
」
と
は
…

　
曙
地
区
で
採
取
さ
れ
た
１
年
目
の
種
子
を
使
っ
て
、

身
延
町
内
で
栽
培
し
た
も
の

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
課 

農
林
担
当

　
☎
０
５
５
６
（
４
２
）
４
８
０
５

【
配
布
価
格
】
２
０
０
円
＝
１
０
０
g

【
配
布
量
】
作
付
面
積
に
よ
る
（
10
ア
ー
ル
あ
た
り
２
～
３
kg
）

　
※
１
０
０
g
か
ら
配
布

【
申
込
期
間
】
３
月
12
日
（
月
）
～
３
月
30
日
（
金
）

【
申
込
場
所
】
本
庁
舎
産
業
課
・
身
延
支
所
・
下
部
支
所
・
各
出
張
所

【
申
込
方
法
】
各
申
込
場
所
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

　
※
作
付
場
所
（
地
番
ま
で
）・
作
付
面
積
等
を
記
入

【
配
布
方
法
】
後
日
、
産
業
課
よ
り
通
知
が
行
き
ま
す
。

　
※
代
金
と
引
き
換
え
に
お
渡
し
し
ま
す
。（
配
布
は
５
月
中
旬
以
降
）

　
※
昨
年
度
か
ら
JA
ふ
じ
か
わ
で
の
種
子
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
※
種
子
は
「
曙
大
豆
」
と
表
記
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峡
南
衛
生
組
合
の
構
成
が
変
わ
り
ま
す

料金
改定

平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら

木
喰
さ
ん 

丸
く 

ま
ん
丸 

三
百
年

　
「
も
く
じ
き
」
と
い
う
言
葉
は
「
木
食
」
と
書
か
れ
た
場
合
に
は
、
木
食

戒
を
行
う
お
坊
さ
ん
の
総
称
を
言
い
、「
木
喰
」
と
書
か
れ
た
場
合
に
は
、

古
関
出
身
の
木
喰
さ
ん
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
木
喰
さ
ん
自
身
も
、
最
初

は
名
を
「
木
食
」
と
表
記
し
て
お
り
、
晩
年
に
「
木
喰
」
と
統
一
し
て
い

ま
す
。

　

木
食
戒
は
正
式
な
仏
教
の
戒
律
に
含
ま
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
口
伝

と
し
て
継
承
さ
れ
て
お
り
、
正
確
な
内
容
は
不
明
で
す
。
一
説
に
は
、

木
喰
上
人
生
誕
３
０
０
年

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課　
☎
０
５
５
６
（
２
０
）
３
０
１
７

　
木
喰
の
里
微
笑
館　
☎
０
５
５
６
（
３
６
）
０
７
５
３

を
行
う
こ
と
と
さ
れ
、
穀
物
を
人
間
の
穢け

が

れ
に
ま
み
れ
た
物
と
考
え
、
そ

れ
を
断
つ
こ
と
で
心
身
を
清
ら
か
に
す
る
修
行
、
あ
る
い
は
即
身
仏
に
な

る
た
め
の
修
行
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
十
六
羅
漢
由
来
記
」
に
は
、
木
喰
さ
ん
の
日
常
の
生
活
を
「
五
穀
と
塩

味
を
食
せ
ず
、
寝
具
に
は
臥ふ

せ
ず
、
常
に
単
衣
で
い
た
」
と
記
し
て
い
ま

す
。
木
喰
さ
ん
に
直
に
接
し
た
ひ
と
の
見
聞
記
で
あ
り
、
木
喰
さ
ん
の
風
体
、

生
活
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

※
回
峯
行
：
一
日
山
中
を
歩
き
巡
る
修
行

※
十
六
羅
漢
由
来
記
：
京
都
府
の
清
源
寺
に
遺
さ
れ
た
文
書

（
１
）
五
穀
（
米
・
麦
・
粟あ

わ

・
黍き

び

・
豆
）

を
断
っ
て
火
食
し
な
い

（
２
）
五
穀
を
断
っ
た
ま
ま
で
回か

い
ほ
う
ぎ
ょ
う

峯
行

（
３
）
ぼ
ん
字
の
読
み
書
き
、
解
釈

（
４
）
和
歌
の
作
り
方
、
読
み
方

（
５
）
毎
日
の
勤
行
、
作さ

む務

　
現
在
、
峡
南
衛
生
組
合
は
、
身
延
町
、
市

川
三
郷
町
、
早
川
町
で
構
成
さ
れ
た
一
部
事

務
組
合
で
す
。
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
、

峡
南
衛
生
組
合
に
南
部
町
が
加
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
以
下
の
点
で
変
更
と
な
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
下
水
道
課

　
　
☎
０
５
５
６
（
４
２
）
４
８
１
４

　
峡
南
衛
生
組
合

　
　
☎
０
５
５
６
（
４
２
）
２
２
０
７

変更前
該当区分 区　分 金　額

組合加入町
の住民

10 歳以上 15,000 円　

10 歳未満 10,000 円　

組合加入町
以外の住民 50,000 円　

変更後
区　分 金　額

12 歳以上
（中学生以上） 15,000 円　

12 歳未満
（小学生以下） 10,000 円　

50,000 円　

•
火
葬
料
は
、
以
下
の
表
の
と
お
り
一
部
変

更
と
な
り
ま
す
。

•
南
部
町
環
境
セ
ン
タ
ー
は
、
峡
南
衛
生
組

合
南
部
支
所
に
な
り
ま
す
。

•
火
葬
処
理
場
は
「
峡
南
斎
場
」
と
名
称
が

変
わ
り
ま
す
。

•
発
酵
堆
肥
「
ペ
レ
ッ
ト
君
」
の
料
金
が

「
５
０
０
円
」
か
ら
「
７
０
０
円
」
に
変

更
に
な
り
ま
す
。

【
変
更
点
】

※ 

そ
の
他
の
峡
南
衛
生
組
合
で
行
わ
れ
て
い

る
業
務
に
関
す
る
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

火葬料
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【身延図書館】
　5・12・19・26 日 ( 月 )
　30 日 ( 金・月末整理日 )

【中富図書室】
　7・14・21・28 日 ( 水 )

【下部図書室】
　3・10・17・24・31 日 ( 土 )
　4・11・18・25 日 ( 日 )
　21 日 ( 水・春分の日 )

身延町波木井407番地 ☎ 0556-62-2141  HPアドレス  http://www3.town.minobu.lg.jp/lib/
NO.162

3 月の休館日
公
民
館
図
書
室
だ
よ
り

中
富
図
書
室
へ
よ
う
こ
そ
！

広報みのぶ　3月号　No.162 18

３
月
の
わ
く
わ
く

�

図
書
館
イ
ベ
ン
ト

基
礎
か
ら
実
践
ま
で
じ
っ
く
り
学
べ
ま
す

山
梨
子
ど
も
図
書
館
理
事
長
。
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
ま
な
し
代
表
。
き
き
み
み
ず
き
ん
お
は
な
し
の
会
会
員
。

山
梨
英
和
大
学
・
都
留
文
科
大
学
非
常
勤
講
師
。
南
ア
ル
プ

ス
市
や
中
央
市
の
図
書
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
、ま
た
学
校
、

保
育
園
、
県
内
の
公
共
図
書
館
等
で
読
み
聞
か
せ
や
絵
本
講

座
の
講
師
を
務
め
て
い
る
。

　
今
年
の
読
み
聞
か
せ
講
座
は
、
小
学
校
や
保
育
園
で
の

読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
始
め
た
い

と
考
え
て
い
る
保
護
者
の
方
や
、
保
育
士
さ
ん
、
学
校
司

書
さ
ん
、
図
書
館
主
任
の
先
生
方
に
お
す
す
め
の
内
容
で
す
。

　
基
礎
を
し
っ
か
り
学
ん
で
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
活
か

し
ま
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
３
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分
（
休
憩
あ
り
）

【
会
場
】
身
延
町
総
合
文
化
会
館
１
階
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ム

【
内
容
】

　
♪ 

ど
ん
な
本
を
選
ん
だ
ら
い
い
の
で
し
ょ
う

　
♪ 

短
い
時
間
の
中
で
の
本
の
組
み
合
わ
せ
と
は

　
♪ 

大
人
数
対
象
の
絵
本
の
見
せ
方
、
本
の
読
み
方

【
定
員
】
20
人
（
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

【
申
込
方
法
】

　
図
書
館
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

講
師　
齊
藤
順
子
さ
ん

自
宅
・
保
育
園
・
小
学
校
で
の
読
み
聞
か
せ

図
書
館
読
み
聞
か
せ
講
座

～
お
詫
び
～

☆
押
し
絵
倶
楽
部

　

講
師
の
先
生
の
ご
都
合
に
よ
り

�

し
ば
ら
く
お
休
み
し
ま
す
。

★
図
書
館
の
月
替
わ
り
展
示

☆
３
月
は
こ
ん
な
メ
ニ
ュ
ー

　

花
を
愛
で
る
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
特
集

　

入
園
・
入
学
お
め
で
と
う
特
集

　

春
キ
ャ
ン
プ
を
ゆ
る
っ
と
楽
し
も
う

　

ひ
な
ま
つ
り
の
絵
本

★
０
～
２
歳
児
と
保
護
者
の
方

☆
あ
つ
ま
れ
、
０･

１･

２
！

　
　

ち
い
さ
な
ち
い
さ
な
お
は
な
し
会

　

６
・
13
・
20
・
27
日

　

13
日
は 

う
た
の
お
は
な
し
会

　

毎
週
火
曜
日　

午
前
11
時
～

�

総
合
文
化
会
館
２
階
和
室

　

※
申
込
不
要

★
３
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
保
護
者
の
方

☆
わ
く
わ
く
お
は
な
し
会

　
　
　
『
春
を
み
つ
け
た
よ
！
』

　

18
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
～

�

総
合
文
化
会
館
１
階
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ム

　

春
を
迎
え
る
準
備
は
で
き
た
か
な
？

　

お
は
な
し
会
で
た
く
さ
ん
の
春
を

　

見
つ
け
よ
う
！
遊
び
に
き
て
ね
。

『
日
本
の
大
問
題　
10
年
後
を
考
え
る
』

�

一
色
清
ほ
か
／
著　
集
英
社

『
日
本
人
を
創
っ
た
思
想
家
た
ち
』

�

鷲
田
小
彌
太
／
著　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

『
日
本
人
へ　
リ
ー
ダ
ー
編
』

�

塩
野
七
生
／
著　
文
藝
春
秋
社

『
少
子
社
会
日
本
』　
山
田
昌
弘　
岩
波
書
房

『
ハ
ー
バ
ー
ド
で
い
ち
ば
ん
人
気
の
国
日
本
』

�

佐
藤
智
恵
／
著　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

『
日
本
人
は
い
つ
か
ら
日
本
が
好
き
に
な
っ
た
の
か
』

�

武
田
恒
泰
／
著　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

『
今
こ
そ
日
本
の
出
番
だ
』

�

出
久
根
達
郎
／
著　
新
潮
社

『
日
本
人
の
し
き
た
り
』

�

飯
倉
晴
武
／
著　
青
春
出
版
社

『
だ
か
ら
日
本
は
ズ
レ
て
い
る
』

�

古
市
憲
寿
／
著　
新
潮
社

『
日
本
の
国
境
問
題
』

�

孫
崎
亨
／
著　
筑
摩
書
房

『
日
本
』 が
テ
ー
マ
の
本
を
ご
紹
介

中富図書室の開館時間
【月・火・木・金】
　午前９時 30 分～午後５時

【土・日】午後 1 時～ 5 時
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　入賞作品には町内の小学生も！応募作品の中
からグランプリ・準グランプリ・優秀賞の５点を
出月館長のコメントと共にご紹介します。

　Ｂ４版に大きく書いてくれたカラフルで想像力
豊かな楽しい作品です。もーん父さんはもちろ
ん「もーん母さん」や「もーんこども」も登場し、
お友だちのネコの表情もちゃんと描き分けていま
す。背景の７色の虹がＨＡＰＰＹ感をより効果的
に与えていますね。

7 日、14 日、22 日、28 日 （毎週水曜日
　�・祝日の場合翌日）

開館時間 午前 9 時～午後 5 時
（受付午後 4 時 30 分まで） 

※ 21 日（水）は春分の日のため臨時開館、翌 22 日（木）が休館日となります。

3 月の休館日

　今年もゆるキャラグランプリやその他ＰＲイベントに参加し、大忙しだったもーん父さん。
「イベントのときに見かけて好きになりました！」という方もご応募いただくなど、昨年の活
動が実を結んだコンテストになりました。
　なお、今回は上位５点のご紹介でしたが、佳作 10 点を
含めた入賞作品を博物館ホームページに掲載しており、さ
らにすべての応募作品を、３月末まで町内各施設にご協力
いただき展示しています。

【展示日程】　身延町立図書館　　　　３月４日（日）まで
　　　　　　山梨中央銀行身延支店　３月６日（火）～３月 29 日（木）

みんなが書いてくれたボクの
イラストを、みにきてねー♪

たくさんのご応募
� ありがとなんだもーん♥

　枠にとらわれずに最高にいい味を出してくれて
います。実はこの作品、部分的に切り絵です。ネ
コちゃん形の雲やもーん父さんのおめめ、ほっぺ
などふわっとしたところも和紙。パンニング皿の

「金」の文字もコウモリもんで構成されています。
作品の随所に「もんちち愛」が溢れていますね。

　金山博物館の開館 20周年「もーん父さんイラストコンテスト」結果発表♪

優
秀
賞
（
３
点
）

辻下 菜楓さん（東京都） 寺嶋 由葉さん（千葉県） 中村 咲葵さん（東京都）

グ
ラ
ン
プ
リ

準
グ
ラ
ン
プ
リ

中
村 

絵
美
さ
ん
（
東
京
都
）

野
口 

姫
星
さ
ん
（
身
延
町
常
葉
）
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おしらせ

おしらせ
INFORMATION

■
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
、

大
卒
程
度
試
験
）

•
受
付
期
間（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　
3
月
30
日
㈮
～
4
月
９
日
㈪

•
第
一
次
試
験 

4
月
29
日
㈰

■
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）

•
受
付
期
間（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　
4
月
6
日
㈮
～
18
日
㈬

•
第
一
次
試
験 

6
月
17
日
㈰

■
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
、

社
会
人
試
験
（
係
員
級
））

•
受
付
期
間

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
6
月
18
日
㈪
～
６
月
27
日
㈬

　
郵
送
・
持
参

　
6
月
18
日
㈪
～
6
月
20
日
㈬

•
第
一
次
試
験 

9
月
2
日
㈰

※
各
試
験
の
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
人
事
院
関
東
事
務
局

　
☎
０
４
８
（
７
４
０
）
２
０
０
６

　
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm

■
受
験
資
格

①
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

（
１
）
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び

平
成
31
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
者

（
２
）
人
事
院
が
（
１
）
に
掲
げ

る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
者

■
申
込
手
続

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

•

人
事
院
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

•

受
付
期
間

　
３
月
30
日
㈮
９
時
～

�

４
月
11
日
㈬
〔
受
信
有
効
〕

•

受
験
案
内
交
付
期
間

　
２
月
１
日
㈭
～
４
月
11
日
㈬

•

受
験
案
内
交
付
場
所

　
東
京
国
税
局
又
は
最
寄
り
の
税

務
署
若
し
く
は
人
事
院
各
地
方
事

務
局
（
所
）

※
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm

■
試
験
日

　
第
１
次
試
験 

６
月
10
日
㈰

　
第
２
次
試
験 

７
月
11
日
㈬
～

19
日
㈭
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
日
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　
鰍
沢
税
務
署 

総
務
課

　
☎
０
５
５
６
（
２
２
）
３
１
９
１

　
労
働
基
準
監
督
官
は
、
労
働
基

準
関
係
法
令
に
基
づ
い
て
、
あ
ら

ゆ
る
事
業
場
に
立
入
り
、
事
業
主

に
法
に
定
め
る
基
準
を
遵
守
さ
せ

る
と
と
も
に
、
労
働
条
件
の
向
上

を
図
り
、
ま
た
、
不
幸
に
し
て
労

働
災
害
に
あ
わ
れ
た
方
に
対
す
る

労
災
補
償
の
業
務
を
行
う
こ
と
を

任
務
と
す
る
厚
生
労
働
省
の
専
門

職
員
で
す
。

■
受
験
資
格

•

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

•

平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成

31
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

■
申
込
手
続
（
原
則
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
込
み
）

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

•

人
事
院
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

•

受
付
期
間

　
３
月
30
日
㈮
午
前
９
時
～

�

４
月
11
日
㈬
〔
受
信
有
効
〕

■
採
用
予
定
者
数

　
労
働
基
準
監
督
官
Ａ（
法
文
系
） 

約
２
１
０
人

　
労
働
基
準
監
督
官
Ｂ（
理
工
系
） 

約
７
０
人

■
試
験
日

　
第
１
次
試
験 

６
月
10
日
㈰

　
第
２
次
試
験 

７
月
11
日
㈬
～

13
日
㈮
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
日
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

　
☎
０
５
５
（
２
２
５
）
２
８
５
３

　

山
梨
県
峡
南
建
設
事
務
所
で

は
、
河
川
の
流
れ
を
阻
害
す
る
樹

木
の
伐
採
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
ご
希
望
の
方
に
無
料

で
伐
木
材
を
配
布
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
商
業
目
的
の
方
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
期
間

 

３
月
5
日
㈪
午
前
10
時
～

�

３
月
9
日
㈮
午
前
11
時
予
定

■
配
布
場
所

•

富
士
川
町
小
室
【
戸
川
河
川

敷
（
八
丁
橋
上
流
右
岸
）】

•

身
延
町
手
打
沢
【
手
打
沢
川

河
川
敷
（
打
越
橋
上
流
左
岸
）】

■
条
件

•

一
軒
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
ま
で

•

持
ち
出
し
の
際
の
連
絡
は
不
要

•

積
み
込
み
運
搬
は
事
故
・
ケ
ガ

の
無
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

•

事
故
・
ケ
ガ
に
つ
い
て
は
個

人
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
峡
南
建
設
事
務
所 

河
川
砂

防
管
理
課 

管
理
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
２
２

　
峡
南
地
域
で
活
躍
中
の
ク
ラ
フ

ト
作
家
や
伝
統
工
芸
作
家
の
作
品

展
示
会
と
体
験
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

※
ス
リ
ッ
パ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
日
時 

3
月
3
日
㈯

�

午
前
10
時
～
午
後
4
時

■
場
所 

富
士
川
町
中
部
保
育
所

（
富
士
川
町
鰍
沢
５
１
２
４
）・
中

部
体
育
館
・
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

■
作
品
展
示

広報みのぶ 3月号　No.162 20

国
家
公
務
員
の
募
集

採
用
試
験
の
案
内

国
税
専
門
官
の
募
集

採
用
試
験
の
案
内

ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ス
タ

�

in 

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ
開
催

伐
採
し
た
木
を
差
し
上
げ
ま
す

山
梨
県
峡
南
建
設
事
務
所

労
働
基
準
監
督
官
の
募
集

採
用
試
験
の
案
内
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陶
磁
、
象
牙
彫
刻
、
木
彫
刻
、

ガ
ラ
ス
工
芸
、扇
子
、貴
石
彫
刻
、

家
具
木
工
、
甲
州
手
彫
印
章

■
体
験
教
室

　
硯
、ガ
ラ
ス
工
芸
、象
牙
彫
刻
、

甲
州
手
彫
印
章
、
シ
ル
バ
ー
ア
ク

セ
サ
リ
ー
、
革
細
工

■
特
別
上
演

　

鰍
沢
囃
子
、
よ
さ
こ
い
、
書
道

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

山
梨
県
立
大
学 

地
域
戦
略
総

合
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
（
２
２
５
）
５
４
１
２

　
信
玄
公
祭
り
は
、
昭
和
45
年
４

月
に
第
１
回
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、

桜
や
桃
の
花
が
咲
き
誇
り
甲
府
盆

地
が
最
も
華
や
ぐ
季
節
に
回
を
重

ね
、
山
梨
の
春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン

の
幕
開
け
を
飾
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
定
着
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
信
玄
公
の
命
日
４
月
12
日
を
中

心
に
県
内
の
各
地
で
は
、
そ
の
遺

徳
を
偲
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
祭
り
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
最
大

の
規
模
を
誇
る
「
信
玄
公
祭
り
」

は
、
今
年
度
、
武
田
信
玄
公
役
に

俳
優
の
渡わ

た
な
べ辺

大だ
い

氏
、
山
本
勘
助
役

に
同
じ
く
俳
優
の
升ま

す

毅た
け
し

氏
を
迎

え
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　
４
月
６
日
（
金
）
甲
州
軍
団
の

出
陣
を
祝
う
宴

　
４
月
７
日
（
土
）
甲
州
軍
団
出

陣
に
よ
る
勇
壮
な
戦
国
絵
巻

　
４
月
８
日
（
日
）
戦
勝
を
祝
う

賑
わ
い
城
下
町

■
場
所

　

舞
鶴
城
公
園
、
甲
府
駅
北
口

よ
っ
ち
ゃ
ば
れ
広
場
、
甲
府
駅
前

南
口
、
平
和
通
り
、
城
東
通
り
、

武
田
神
社
、
甲
府
市
中
心
商
店
街

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
社
）
や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構

　
☎
０
５
５
（
２
３
１
）
２
７
２
２

　

加
齢
や
病
気
等
に
よ
っ
て
、
車

の
運
転
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

や
そ
の
家
族
等
を
対
象
に
安
全
運

転
の
継
続
に
必
要
な
助
言
、
指
導
や

今
後
の
運
転
免
許
継
続
等
に
つ
い

て
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
最
近
こ
ん
な
こ
と
を
感
じ
た
り
、

症
状
が
で
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

•
若
い
頃
に
比
べ
る
と
車
を
運
転

す
る
の
が
不
安
に
な
っ
て
き
た

•
免
許
を
更
新
し
よ
う
か
返
納
し

よ
う
か
迷
っ
て
い
る

•
高
齢
に
な
っ
た
父
、
母
の
運
転

が
危
な
く
な
っ
て
き
た

•
病
気
等
が
原
因
で
身
体
の
全
部

又
は
一
部
が
思
い
通
り
に
動
か
せ

な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
る

•
病
気
等
が
理
由
で
医
師
か
ら
運

転
を
控
え
る
よ
う
助
言
さ
れ
た

　
南
ア
ル
プ
ス
市
に
あ
る
山
梨
県

総
合
交
通
セ
ン
タ
ー
内
県
警
察
本

部
運
転
免
許
課
で
は
、
専
門
知
識

を
有
す
る
職
員
を
配
置
し
、
相
談

者
の
病
状
等
に
応
じ
、
運
転
免
許

の
継
続
、
取
得
や
自
主
返
納
制
度

等
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
格
に
保
護

し
ま
す
の
で
気
兼
ね
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
運
転
適
性
相
談
窓
口

山
梨
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー
内

�

県
警
察
本
部 

運
転
免
許
課

　
☎
０
５
５
（
２
８
５
）
０
５
３
３

■
受
付
日
時

　
月
曜
日
～
金
曜
日

�

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

�
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県
警
察
本
部 

運
転
免
許
課

　
☎
０
５
５
（
２
８
５
）
０
５
３
３

　
県
で
は
、
子
ど
も
の
健
康
や
発

達
、
保
育
所
や
学
校
、
ま
た
は

家
庭
な
ど
、
子
育
て
に
関
す
る
悩

み
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

■
実
施
内
容 

電
話
相
談
、
面
接

相
談
、
月
２
回
臨
床
心
理
士
に
よ

る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
要
予
約
）

■
受
付
時
間

　
月
曜
日
～
金
曜
日

�

午
前
９
時
～
午
後
４
時　

　
土
日
祝
日

�

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

※
休
業
日

第
２
・
第
４
月
曜
日
と
年
末
年
始

◇
相
談
場
所

　
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）
１
階

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
☎
０
５
５
（
２
２
８
）
４
１
５
２

　
昨
年
の
春
山
シ
ー
ズ
ン
中
、
県
内

に
お
い
て
32
件
35
人
の
山
岳
遭
難
事

故
が
発
生
し
、
６
人
が
亡
く
な
り
、

15
人
が
負
傷
し
て
お
り
ま
す
。

　
春
山
は
「
ふ
も
と
は
春
で
も
山
は

冬
」
と
い
う
状
態
で
あ
り
、
ア
イ
ス

バ
ー
ン
、
雪
崩
、
落
石
な
ど
多
く
の

危
険
が
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。

　
安
全
で
楽
し
い
登
山
と
な
る
よ

う
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

•
単
独
登
山
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

•
「
早
立
ち
・
早
着
き
」
を
行
動

原
則
と
し
、
体
調
が
悪
く
な
っ
た

り
、
天
候
が
崩
れ
た
場
合
は
山
小

屋
等
に
避
難
す
る
か
引
き
返
す
勇

気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

•
登
山
計
画
書
の
提
出
若
し
く
は

「
コ
ン
パ
ス
」
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
登
山
前
に
学
校
、
勤
務
先
、
警

察
等
へ
登
山
計
画
書
を
提
出
す
る

と
と
も
に
、
家
族
に
も
登
山
内
容

を
具
体
的
に
知
ら
せ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
日
本
ガ
イ
ド
協

会
が
運
営
す
る
登
山
届
出
シ
ス
テ

ム
「
コ
ン
パ
ス
」
に
登
録
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

•
自
己
の
体
力
や
経
験
等
を
過
信

す
る
こ
と
な
く
、
健
康
診
断
の
受

診
や
事
前
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

い
、
装
備
を
整
え
ベ
ス
ト
な
体
調

で
入
山
し
て
く
だ
さ
い
。

•
登
山
は
「
自
己
責
任
」
と
「
自

力
救
助
」
の
意
識
を
持
ち
、
ル
ー

ル
を
守
っ
た
登
山
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県
警
察
本
部 

地
域
課

　
☎
０
５
５
（
２
２
１
）
０
１
１
０
㈹

第
47
回　
信
玄
公
祭
り

運
転
適
性
相
談
窓
口

子
育
て
相
談
総
合
窓
口

「
か
る
が
も
」

春
山
登
山
は
安
全
に
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受
賞
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
県
で
は
、
山
梨
な
ら
で
は
の
優

れ
た
お
も
て
な
し
を
実
践
し
て
い

る
県
民
及
び
事
業
者
を
表
彰
し
て

お
り
、
こ
の
度
「
身
延
山
・
七
面
山

修
行
走
実
行
委
員
会
」
が
お
も
て
な

し
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
身
延
山
・
七
面
山
修
行
走
実
行

委
員
会
で
は
「
身
延
往
還
」
を
舞

台
に
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
を
開
催
し
、

参
加
者
へ
の
身
延
山
ま
で
の
ア
ク

セ
ス
案
内
や
宿
泊
施
設
の
紹
介
、

コ
ー
ス
で
あ
る
参
道
の
清
掃
活
動
、

七
面
山
ご
神
木
と
同
じ
素
材
を

使
っ
た
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
な
ど
地
域

資
源
を
利
用
し
た
土
産
品
づ
く
り

な
ど
を
行
い
、
参
加
者
に
様
々
な

お
も
て
な
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

山
梨
県

�
お
も
て
な
し
知
事
表
彰

�

を
受
賞

栄
養
関
係
功
労
者

�

山
梨
県
知
事
表
彰
を
受
賞

　
健
や
か
山
梨
21
推
進
大
会
が
山

梨
県
立
文
学
館
で
開
催
さ
れ
、「
身

延
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会
」
が

地
区
組
織
別
部
門
に
お
い
て
栄
養

関
係
功
労
者
知
事
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
地
区
住
民
の
健
康

を
保
持
増
進
す
る
た
め
、
食
生
活

改
善
を
積
極
的
に
推
進
し
て
顕
著

な
成
果
を
あ
げ
、
か
つ
他
の
模
範

と
な
る
地
区
組
織
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

食
生
活
改
善
推
進
員

�

会
長
表
彰
を
受
賞

　
平
成
29
年
度
山
梨
県
食
生
活
改

善
推
進
員
連
絡
協
議
会
定
期
総
会

が
山
梨
県
立
文
学
館
で
開
催
さ
れ
、

「
食
生
活
改
善
推
進
員
静
川
地
区

の
川
口
ま
つ
ゑ
さ
ん
」
が
会
長
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
多
年
に
渡
り
、
地
域

に
お
い
て
食
生
活
改
善
推
進
活
動

の
た
め
、
献
身
的
な
努
力
を
し
、

そ
の
成
果
が
認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ

た
も
の
で
す
。

▲
食
生
活
改
善
推
進
員

静
川
地
区 

川
口
ま
つ
ゑ
さ
ん

■ 問い合わせ先
　山梨労働局賃金室� ☎ 055-225-2854
　鰍沢労働基準監督署� ☎ 0556-22-3181

● 山梨県電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具製造業
最低賃金

　　１時間　８６９円
　（効力発生日：平成 29 年 12 月 27 日）
● 山梨県自動車・同附属品製造業最低賃金
　　１時間　８７５円
　（効力発生日：平成 29 年 12 月 25 日）
● 山梨県最低賃金
　　１時間　７８４円
　（効力発生日：平成 29 年 10 月 14 日）

最低賃金が改正されました 第 15 回富士さんへ謹賀新年入選作品の展示
　「富士さんへ謹賀新年～富士山あて年賀状～」
は、富士山への関心を高め、美しい富士山を将
来にわたって、守り引き継いでいく事を目的に、
富士山ボランティアセンターが実施しています。

　全国から応募のあった
うち、入選作品の展示を
行います。力作の数々を
ご覧ください。

【展示期間】３月 21 日（水）～４月 1 日（日）
【展示場所】なかとみ現代工芸美術館ホール
【入館料】無料

最優秀作品

■ 問い合わせ先
　なかとみ現代工芸美術館　☎0556-20-4555
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お詫びと訂正
　広報みのぶ 2月号 23ページ「冠婚葬祭及び寄付」
欄の受付日に誤りがありました。

　【誤】　平成 30 年 12 月 1 日～
　【正】　平成 29 年 12 月 1 日～

訂正してお詫び申し上げます。

	 氏　名	 （年  齢）	 届出人� （地　区）

出 生 すくすくよい子に

	 あかちゃん	 保護者� （地　区）

死 亡ありがとうございます ご冥福をお祈りします

※個人情報保護のため、個人が特定できる情報は
　削除して掲載しました。

―　身 延 町 へ　―

寄 付

　〈 入 札 結 果 を 公 表 し ま す 〉� －　入札日　1 月 30 日　－　 
件 名 場 所 請 負 業 者 契約金額（円）落札率（％）

あけぼの大豆拠点施設備品（プレハブ冷蔵冷凍庫） － ホシザキ東京㈱山梨支店 3,456,000 93.41
道路台帳修正業務委託 － ㈱南誠測量 1,879,200 94.57
公共施設公衆用トイレ整備改修工事 補助事業分 町 内 ㈲竹美屋工務店 3,842,640 96.15
しだれ桜の里づくり獣害防止柵工事 下 山 ㈱田中工務店 10,281,600 98.45

	 夫	 妻� （地　区）

―　社会福祉協議会へ　―

ー 

あ 

と 

が 

き 

ー

▼
１
月
31
日
の
夜
、
皆
既
月
食

が
各
地
で
見
る
こ
と
が
で
き
、

身
延
町
で
も
観
測
で
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
見
ま
し
た
か
？
私

が
気
付
い
た
時
に
は
、
徐
々
に

満
月
に
戻
る
時
で
し
た
が
、
ぎ

り
ぎ
り
皆
既
月
食
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

▼
皆
既
月
食
も
神
秘
的
で
よ

か
っ
た
の
で
す
が
、
普
段
か
ら

町
内
で
見
え
る
星
空
の
綺
麗
さ

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
温
か

い
も
の
を
飲
み
な
が
ら
、
ぼ
ん

や
り
と
星
空
を
見
上
げ
る
の
も

た
ま
に
は
良
い
も
の
で
す
。

�

（
広
報
担
当　
望
月
）

平成30年1月1日～ 31日までの受付（敬称略・順不同） ※字体は原則として新字を使用しています。
※本人・ご家族の申し出があったもののみを掲載しています。

広報みのぶ　3月号　No.16223

婚 姻
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ｃ－ｙ１（第 16回 やまなし県民文化祭美術展最優秀賞）

【
講
話
】
３
月
18
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
「
日
本
文
化
と
し
て
の
木
版
画
・
私
の
木
版
画
」

西
嶋
手
漉
き
和
紙
を
生
か
し
た

今
村
照
廣
木
版
画
展

【
会
期
】
３
月
10
日
（
土
）
～
25
日
（
日
）

　私の木版画は、西嶋和紙を抜きには考えられま
せん。なかとみ和紙の里の協力を得て、木目凹版
刷りにふさわしい木版紙を漉いてもらいました。
　木版画と和紙の響き合いを、楽しんでいただけ
たら幸いです。
<版画歴>　
・2005　卒業生に贈る餞の言葉と小版画展　
・2011 ～ 2017　リトルバード展　春陽会展　
・2013　富士讃美展　南アルプスミニチュア版画展
　　　　第 2回ＦＥＩ　ＰＲＩＮＴ　ＡＷＡＲＤ展　
・2014　第 59回ＣＷＡＪ現代美術展　
・2015　第 15回山梨県民文化祭美術展優秀賞　
・2016　第 16回　山梨県民文化祭美術展最優秀賞
春陽会会友／中央市在住

広
報
み
の
ぶ

●
 編
集
・
発
行

　
身

延
町

役
場

 政
策

室
 広

聴
広

報
担

当
〒
409-3392　

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
切
石
350

番
地

☎
0556-42-2111（

代
表
）
URL https://www.minobu.lg.jp/

毎
月
１
回
（
１
日
）
発
行

3
月
号
　
NO
.162

過去の広報みのぶは、身延町ホームページにて閲覧できます。
https://www.town.minobu.lg.jp/

【観  覧  料】　無料　　【休館日】　火曜日
【開館時間】午前 9時 30分から午後 5時
　　　　　 （入館は閉館 30分前まで）

身延町HP　https://www.town.minobu.lg.jp/
和紙の里HP　https://www.town.minobu.lg.jp/washi/

身延町なかとみ現代工芸美術館 〒 409-3301 山梨県南巨摩郡身延町西嶋 345
☎ 0556-20-4555  FAX 0556-20-4557


